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@高齢者及び移動者(5年間)の比率(l万人当たり)
o鹿児島県は高齢者が多L、。沖縄県の2倍近い。

o沖縄県白男女差が高齢になるほど大きくなっているの

は、戦争(戦死等)の影響とみられる。

oまた沖縄は若い人が多く、出生率も高い白で、相対的

に高齢者が少なくなっている。

O移動者 (5年前に現住所以外四ところに住んでいた人

で、途中の動きは含まれていない=国勢調査)は女性

が多く、福岡、鹿児島、沖縄はいずれも同じくらいの人

が転入・転出をしている。特に、沖縄の85歳以上の女

性が多いのが目につく(数表は本文23頁参目置)。
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「高齢者はなぜふるさを離れたのか」

一一高齢者の自立した生活が、明るい高齢社会をつくる一一

これまで、わが国の人口移動というと、若年層の就

学・就業による大都市への大きな流れが、地方の活力

低下の原因として問題とされてきたが、平成2年国勢調

査をみると、若年層白移動と同じように、高齢者につ

いても人口移動(平成2年間勢調査において 15年前に

現住所以外のところに住んでいた人Jが人口移動と定

義されている)が意外に多くみられることに気がつい

た。これについて、平成7年度NIRA(総合研究開発機

構)の助成を受け、研究を行ったので報告を行いたい。

わが国で、全5歳階層ごとに昭和60年~平成2年の

5年間の人口移動率(県内移動と府県間移動)を整理す

ると、若年層では大きな移動率になっているが、年齢

が上がっていくほど徐々に安定化していく傾向がうか

がえる。しかし、この傾向は60歳代までがピークで、

それから上の年齢層では加齢とともに移動率が上がっ

ている。

@九州・山口の高齢者の気になる勤き~農村部から

都市へ、大都市圏への流出

九州・山口各県の高齢者の人口移動(府県問移動)を

みると、 3つの移動パターンに分けられる。

①65歳以上の全階層で、一貫して転入超過になってい

る(福岡県、沖縄県)

九州・山口からの高齢者の転出先
単位。人

第 1位 第2位 第3位

山口県 608 関東 561 近畿 539 福岡

福岡県 1，964 関東 1，305 近畿 856 佐賀

佐賀県 1，130 福岡 3日6 関東 250 近畿

長崎県 1，185 福岡 日24 関東 568 近畿
一埼刊日ーーー・ーーーー.晶

熊本県 1，100 福岡 日52 関東 547 近畿

大分県 1，080 福岡 485 関東 411 近畿
ー-内『同 E ・ --.凶ー

宮崎県 392 関東 358 近畿 295鹿児島

鹿児島県 1，265 近畿 1，07日関東 451 福岡
---------- 凶』句曹関団'ーー

沖縄県 229 関東 134 近畿 53鹿児島

資料 r国勢調査J (平成2年)
注 関東(東京、埼玉、千葉、神奈川)
近畿(京都、大阪、奈良、兵庫)

②65歳以上の全階層で、一貫して転出超過になってい

る(佐賀県、長崎県)

③高齢前期の定年退職期には転入超過が多いが、それ

以降は転出が多くなっている(山口県、熊本県、大

分県、宮崎県、鹿児島県)

さらに、九州・山口の高齢者の県ごとの転出先を集

計してみると、 3大都市圏への転出が多くなっているこ

とが分かった。

各県白人口移動は市町村移動の集計値であるが、市

町村レベルの人口移動では、県内での人口移動、府県

聞の人口移動の2重構造で把握される。

わが国の5歳階層別における人口の転出・転入の状況(数字は移動しなかった人の割合)

1O~14 15-19 初-Z4 Z5~29 30-34 ぉ-39 40-44 45-49 50-54 応 -59ω】臼応-69 70-7475-79ω~悦郎捻

亙豆玉豆二回自市区町村内口自市内阻 蜜県内帥区附阻他県 関転入(臥から)1 惜)
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九州・山口の高齢者移動状況

九州・山口には、 2つの 100万都市、日つの県庁所在

市、かつて産炭地として賑わった都市、重工業都市、ベ

ッドタウン都市、過疎化した都市などいろんなタイプ

の都市があり、それぞれの都市について人口移動の状

況が違っている。

それでも、市町村レベルの集計である県レベルでみ

た大都市圏への高齢者の転出移動や、市町村レベルで

みられ石農村部の転出超過し都市部の転入超過をふま

えると、農村から都市へ、九州・山口から大都市圏へ、

という高齢者白人口移動の実態が偶えた(若い人だけ

でなく高齢者も都市に吸引されている)。

3 

単位:人、%

※)転出圃転入の率は各階層で移動した高齢者の各県に

おける同 常住者の総数に対する比率である

しかし、実際に移動をしている高齢者の立場にとっ

てみれば、長年、住み慣れたところを離れて見知らぬ

ところにいくのは、気持ちの面や健康にいろんな影響

を及ぼすのではないかと忠われた。

@生活の安定にかげりがみえたとき、高齢者がふる

さとを離れるきっかけに

高齢者の人口移動に関して、九州・山口地区のいく

つかの市町村で、行政の高齢福祉担当者や地元に残っ

ている高齢者などに話を聞いてみて、田舎の高齢者が

都会の子供に引き取られていくことで、どういう問題

が実際に起こっているのかを調べてみた。
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その結果、高齢者が都会の子供に引き取られて(同

居や施設入所)いくと、

「田舎では元気だったのが健康を損ねて病弱になったj

「都会の生活に憤れず、精神を病んでしまったj

「わずらっていた痴呆症が進行してしまった」

'51き取られて早々に亡くなった」

などの話が多く聞かれた。また、一度、都会の子供

のところに行っても都会の生活になじめずに、 人で

農村に戻ってくる話も多く聞かれた。

都会の子供に引き取られるきっかけは、

①夫婦のどちらかが亡くなった時

②病気や虚弱や痴呆などで要介護になったとき

@住んでいた住宅が住めなくなったとき

など生活の安定にかげりが生じたとき、子供が心配

して親を呼んだりすることだという。

@田舎の高齢者は、都会への移動で生活環境の激変

に直面する

田舎の高齢者にとって、長年住み慣れた故郷を離れ

て都会に行くことは、生活環境の激変に直面すること

である。都会の暮らしでは、田舎のように外も自由に

散歩できない(車が多いので)、生きがいを感じる労働

北有馬町の高齢者移動状況
単位人

転出 転入
他県 県内 他県 県内

667話050~時前667449扇→→→7670564~~~17言67499滋晶講ー

。 5 3 
13 。 3 
12 。

2 30 3 6 

78画50~歳面滋7~扇今→一88一601歯~L剖~計爵 10 1 3 
2 21 。
3 31 1 4 

合計 6 61 4 9 
費料 r国勢調査J (平成2平7

長崎県白旧産炭都市における高齢者移動
単位人

転出 転入
他県 際内 他県 県内

667高005齢~~~766前449ー一一期う歩歩776055~~小~77計6499草草鵡

36 20 15 13 
32 12 9 5 
27 17 9 8 
~5 4~ 33 26 

7850歳~7~9→今8850歳~出~量 27 11 3 13 
14 11 6 4 

高齢後期小計 41 22 8 17 
合計 136 71 41 43 

貴料 「国勢調査J (ギ扇E平7

転出は非常に少ない(七山村6人、北有馬町5人)。

長崎県内のある都市の場合と比較しても、人口規模

など由差はあるものの、県外への転出が殆どない状況

である。この人口移動の状況が白をひいたため、考え

られる理由について、この2町村の役場の高齢福祉や企

や役割lを担う場も見つけにくい(農作業など行う場所 画の担当職員に話を開いてみた。

が都会にない)、近所に知り合いもいない、都会の人と すると、双方の町村で「高齢者が現役で農業を続け、

言葉が通じない、などからどうしても家に引きこもっ 元気なのが人口移動の少なさの原因になっているので

て過ごすことになるため、高齢者の身体が弱りやすく はないですかJといわれた。

なる。 七山村には、九州で最も模範とされている農産物販

親は農村での暮らしに憤れている一方で、子供はす 売場「鳴神/庄jがあり、町内の多くの高齢者が個人

っかり都会の人になっているため、子供が都市部に親 で農産品を出荷し、現金収入を得ている。手作りコン

を呼び寄せて同居をすすめても、生きがいや生活スタ ニャクなどの味が良いため、高齢者の出荷する農産品

イルなどの接点が少なくなっているのだろうか。 はなかなか人気があって、都会から買いにくる客にも

親子の居住の安定を同居という形で解決しようと試 喜ばれ、つくっている人は村の中でも尊敬されている。

ラ"c良かり竺里つ竺部会に塑をPJ'L雪至宝哲三双方 北有馬町-cは損暖な気候杢生かLιた肉牛の飼育と蜜
にとって、決して安心できる居住につながっていない 椎の栽培が感んで、総就業者に占める第1次産業就業者

ことに問題がある o 比率は55%(平成2年時点)と基幹産業になっている。

@自分の役割がしっかりあって、尊敬されていると ここでも農業就業者のうち 65歳以上の高齢者は、若い

ころでは高齢者は移動が少なくて元気 人に交じって高齢者も身体が動く範囲内で農業に精を

一方、九州・山口のいろんな市町村の人口移動を整 出している。

理していると、高齢者の県外移動の数が非常に少ない この2町村では農業就業者のうち、後継者にあたる20

ところがあることに気がついた。 ~49歳の階層の就業者が全体の 4~5 割弱を占めてお

例えば、佐賀県の七山村と長崎県の北有馬町の2つの り、後継者が比較的多くいるため、高齢者が農業の主

農山町・村では、高齢者の県内他市町村への転出が多 力を担っているのではなく、無理のない範屈で農作業

いのに対し(七山村33人、北有馬町61人)、県外への を通じて生活を楽しんでいる。
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七山村と北有馬町の位置

農業は経験と実力がものをいう産業といわれるが、労

働集約型の産業でもある。就農世帯において労働の最

低単位は家族であり、後継者がいる農家では親も子も

現役で、親と子の同居率が非常に高くなる。

七山村や北有馬町では、村人口や町人口に対する 65

歳以上の高齢者の同居世帯人員の比率が県平均の数倍

になっている。この同居率の高さが高齢者の生活サ

ポートという面も含めて、高齢者の人口移動の少なさ

に影響を与えているのではなし、かと考えられる。

高齢者が地域の農業に無理なく参加でき、それなり

に精神的な自立も可能であるので(農産品を出荷した

りして現金収入を得ている)、農業の労働形態に見合っ

た同居という居住スタイルで地域に留まっている。

@親が子と離れてお互いに自立し合って過ごす村

また、沖縄県の北部にある大宜味村は、世界的に長

寿率(人口あたりの90歳代、 100歳代の人口比率)が

高い地域として有名であるが、ここでは高齢者は子供

がすぐに帰れる場所に住んでいるため(那覇市からで

も車で3時間弱)、子供が親を都会に引き取らなくても、

高齢者が近所づきあいをしながら畑作業などをして、無

理なく自立した生活を過ごしている。長寿の村は同時

農業就業者四
年齢別構戯七

20-2百歳
30-39歳
40-49歳
50-59歳
60-64歳
日5-69歳

4，356 
10，146 
11，259 
22，0日2
16，269 
12，882 

4戸ッ件ワーク
r蓋琵言霊童書 =醤翠翠j瀦院院雲霊童雲雲霊童書

に若い人があまり残っていない村になっているが、何

かあっても近所の高齢者同士でサポートし合って、そ

れなりにうまくやっている。

現地で高齢者に話を聞いてみると、最初はやはり子

供が心配して、親を大宜味村から那覇市あたりのマン

ションに呼んで同居させようとしたらしい。しかし、

「都会の生活に飽きたjといって、すぐに戻ってくる人

があとを絶たたなかったそうである。戻ってきた高齢

者は自分で住むのに最低限必要な居4住スペースとして、

14~15坪程度の小さな家を建てて住むケ スが多いと

いう。そして、農業や漁業などをしてのんびり生活し

ている。

居住スペースも含めて、高齢者の自立した生活と地

域社会全体の長寿に、非常に密接な関係があるように

思えた。

@高齢者の自立を前提とした地域づくり

田舎から都市に高齢者を呼ぶ場合の問題をみている

と、子が親を呼び寄せるきっかけ(①独居になったと

き、②介護が必要になったとき、@住宅が確保できな

いとき)が仮に生じた場合でも、高齢者が地域内で自

立して生活を続けることができる地域づくりがあって

も良いのではなし、かと思われた。

いろんな市町村の高齢福祉施策の担当者に話を聞い

てみて、高齢者が一人になった場合や介護が必要にな

った場合、それでも自立した生活をサポートするとい

う選択誌がはじめから用意されていないのでは、と感

じられる場面も多かった。

わが国の高齢者福祉施策の方向性は、新ゴ ノレドプ

ランの指針では、これまでの施設介護中心から在宅介

護中心への移行となっているが、介護などの生活サポー

(0 
(0.3) 149 (3.1) 3，569 (0.4) 96 (3.1) 
(0.6) 278 (5.8) 8，942 (1. 0) 213 (6.8) 
(0.7) 235 (4.9) 9，242 (1.1) 179 (5.7) 
( 1.4) 420 (8.8) 17，752 (2.0) 240 (7.7) 
(1. 0) 258 (5.4) 13，582 (1. 5) 145 (4目6)
(0.8) 160 (3.3) 10，847 (1.2) 93 (3.0) 
142 (3.0) 12，354 (1. 4) 

注目括弧内の数値は各項目の艶値の総人口に対する比率を示す 注目 f主として農業に従事」以下は農林業センサス
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高齢者の居住世帯状況

注1) 不詳除く

注2):a-g項の()内はa項に対する比率
h項の()内は対1990年増減率

注3) 各項目の意味を書くと、 f)は般世帯
同居高齢者で、単身も夫婦もあると考
えられる。一方d)とe)は、高齢者のみ
(ほぼそう考えられる)の人数で、こ
の比重が大きいのは高齢者の世帯が多
いことを示す

資料:r国勢調査」

トを含めて、高齢者の自立した生活が今後の高齢社会 生活できるような地域康業施策、住宅施策、不ットワー

で重要な課題になっていくのではないかと思われた。 ク基盤施策などの取り組みが必要となり、地域づくり

@親と子が自立した関係を築く「接手車居住圏域j の取り組みと捉えることもできる。

親と子の自立した関係を持ったままで、お互いを気 居住空間では地方に住む高齢者の既存の住宅の手入

にかけながら無理をせずに生活できる居住腐域といつ れや地域にある空いた旧家の活用なども考えられる。

た捉え方が出来るのではないかと忠われた。 また、現在2-3世代住宅や100年住宅などの親子の同

それは、子が殺の居住地に比較的近いところに住ん 居を前提とした住宅は市場流通しているが、これとは

でいるか、気になるときは親の顔を見に行けて、普段 反対に、高齢者が一人になって地域に残って生活する

は親の地域社会での自立した生活を尊重する、いわば ことになっても、メンテナンスや居住スペースの利用

様子見居住圏域というようなものではないか。「スープ 上無駄がない、小さな家の空間やモジュールについて

の冷めない距離Jという言葉があるが、「普段は干渉し の研究なども取り組まれて良いように思える。

ないで、気になったらすぐに行ける距離jというのは、 また、様子見居住圏域の成立には、圏域を形成する

同居とは少し異なる親子の居住の関係になるのではな ための地域社会の自立が必要になる。全国一区の雇用

いかと考えられる。 システムが近年崩れつつある今、都会であっても田舎

この「様子見居住圏域」の維持によって、①親に何 であっても、土地や立地条件に結び付いたサービスや

かあってもすぐに介護にかけつけることができる、② 商品を製造し、人を呼んで消費させたりすることは、地

日頃サボ了上々てどるiii陛の人尋1:Gても親φ子供空 域に密着Gto;地場産業とーし主成長主せ畳ζとが主主ゐ

近くに居るので気分的に楽である、③様子見居住圏域 過疎地では様子見圏域という農村と都市の交流を狙つ

ぐらいの居住であれば親子の定期的交流が可能、④車 て、定住希望者の受け入れを促進する方策も考えられ

で2-3時間の距離なら親の住んでいるところの自然環

境が良ければ、ちょっとした農村リゾートになり、地

域活性化の方策にもなる、などの利点在生み出してい

くものと思Lわれる。

@個人の自立と地域社会の自立へ

この居住層域の捉え方は、親子の行き来や住宅の構

え方などでみれば偶人レベルのものとも捉えられるが、

「様子見居住圏域」をなり立たせるには、子供が近くで
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るo

今回挙げた七山村、北有馬町、大宜味村はいずれも

人口の減少が続いている社会ではあったが、地域に住

む高齢者がそれなりに自立して、明るく住んでいる様

子をみると、高齢社会に向けた危倶ばかりが伝えられ

る中、少しは明るい材料になるのではないかと思った。

(尾崎正利)
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量から質ヘ、 さらにまちづくりへの取り組み

「香春岳は異様な山である。決して高い山ではないが、

そのあたえる印象が異様なのだj

これは田川・飯塚を舞台とした五木寛之箸「青春の

門ー筑豊編Jの書き出しの一節である。この香春岳は、

主人公の伊吹信介が父を亡くし、母親のタエと一緒に

飯塚に移るまで、炭鉱住宅からいつも眺めていた風景

であったと思う。

田川市のシンボノレとしてそびていた香春岳のーノ岳

は、セメントの材料となる石灰石の山であったため、今

は3合目あたりまで削り取られて、その名山の面影は留

めていない。また、炭鉱も昭和30年代初頭から進めら

れてきたエネルギー革命によって、筑農地域の炭鉱は

昭和40年代には全て閉山し、跡にはボタ山や廃坑、そ

れと膨大な炭鉱住宅が残された。

福岡県の炭鉱住宅の改良住宅の建設は、昭和43年に

穂波町の30戸を皮切りに各地で実施され、田川市では

昭和48年の中央団地から取り経まれている。炭住改良

の事業手法としては、炭住戸数が50戸以上白地区であ

れば、概ね住宅地区改良事業で、 50戸未満の小規模な

地区では密集住宅市街地整備促進事業(旧小規模炭住

改良事業)によって実施されているようである。

田川市の炭住改良対象地区は、全て50戸以上の大規

模団地であるため、全て住宅地区改良事業によって実

施している。

私が昭和田年からの閏川市の炭鉱住宅改良の仕事に

係わって今年で16年目を迎えたことになる。田川市に

行くたびに香春岳が年々低くなっていくのを見るにつ

け、その月日の経過を実感せざるを得ない。

田川市の炭鉱住宅のいくつかの改良計画に係わって

きたのであるが、今回、当初段階から係わり、市内で

最も大規模な炭鉱地区であった松原第2地区の改良計画

のあゆみを報告したいとd思う。

@昭和63年の見直しに伴う量から質への転換

本市の炭鉱住宅数は4，450戸(平成5年度福岡県産炭

地域炭鉱住宅実態調査報告書)であり、現在のところ

炭住改良を実施した地区、あるいは実施中の地区は 11
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田川市炭鉱{主宅改良のあゆみ

団地(炭鉱住宅数3，854戸)であるo このうち、既に10

団地、 3，393戸は改良済み(改良率88%)であり、現

自jり取られ始めた昭和10'年頃由香春岳
(右から ノ岳、ニノ岳、三ノ岳)

筑豊地域の炭鉱が全て閉山した後の昭和52年頃由香春岳
ーノ岳がかなり削られた

奥に見える2つ並んだ山の右側の単なる平地らしい山が
最近のーノ岳手前は、未だ残っている炭鉱住宅
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在申請中白ものでは松原第2地区のみが未完了となって

いるo さらに地区改良の申請はしていないが、小規模

な炭住が未だ600戸近く残っていることになる。

松原第2地区は田川市の中心市街地である後藤寺高庖

街から北東約2kmの丘陵地にあって、干IJ便性も高く、少

し小高いところに上ると香春岳を真正面にみることが

できる。この地区白炭鉱住宅数は1，099戸、規模約26ha

という大規模な炭鉱住宅地区であるo

当初計画段階では、事業の促進とオープンスペース

の確保といった観点から、高層棟を2-3棟導入するこ

とも提案したものの、入居者の方々の同意を得ること

ができず、すべて中層住宅5階案となった。

当初はできるだけ事業を早く進めていくこと、市の

単独費をできるだけ節約していくため、最も効率のよ

い5階建ての規格品を大量に供給し、配置計闘において

も南面平行配置、いわゆるハ モニカ団地といわれる

空間に変化のない団地を形成していた。

しかし、昭和62年に市内部における炭鉱住宅改良に

係わる打ち合わせを行った結果、①配置計画の見直し、

②今後の管理体制、③持ち家施策の導入等の基本的な

考え方が提示されている。

これに伴い、昭和63年に松原地区のみ抜本的な配置

計画及び住棟・住戸計画の見直しを行った。この時に、

住棟の方位を南面に関わらず、多少振ってでも団地内

道路や歩道に沿って配置し、街並みを構成するという

「ストリートハウスjという考え方を導入するとともに、

道路沿いにはヒューマンスケールに近い3-4階建てを

できるだけ配置するように提案した。また、住戸・住

棟プランについても階段室タイプから片廊下タイプ、雁

行や切り妻屋根町採用等、従来の計画より変化のある

ものを提案している。今では、見直し前の計画も含め

て全体計画のほぼ6割が完成している。炭住改良におい

ては、この当時から特例加算枠(特別の理由があれば、

松原第2地区住宅改良の取り組みの経緯

:昭和田年度松原地区住宅改良基本計画策定

j昭和田年度 住宅改良地区指定申請手続き i 
都市計画地方審議会答申 ; 

事業認可申請手続き i 
j昭和57年度第1期120戸建設 j 
i 昭和63年度全面的見直し計画策定
: 事業計画変更認可申請手続き i 
l平成7年度計画戸数減少に伴う事業計画見直し

事業計画変更認可申請手続き : 
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特別に補助がつけられる仕組み。例えば雁行や傾斜屋

根分の増額分等)が増えたこともあって、松原第2地区

をはじめ、筑豊地域の他の市町村の改良住宅は質の高

いものとなっているようである。この時期から改良住

宅も量から質の時代へと転換してきたといえよう。

また、昨年度、松原第2地区では、事業開始後、既に

15年を経過していることから、高齢者の死亡や転居に

よって空き家が増加し、計画戸数が99戸減少したこと

による配置計画をはじめ、再度事業計画の見直しを行

っている。

@今後は管理問題が大きな課題である

この原稿作成のため、現地の写真を撮ろうと地区内

をウロウロしていると、お年寄の方が庭いじりをして

いるのをみるにつけ、挨拶がわり「おばあさん、住み

心地をどうですか。」と投げかけてみた。するとおばあ

さんは「そうね。ずしづ、ん明るくなったけど、昔の長

屋の方が聞けっぴろげで住みよかかったね。ただ、今

は台風の心配ばせんでええのが何よりかの。」というよ

うなことを言われた。このおばあさんは同じ住棟の4階

に怠子夫婦が住んでおり、いつも孫が行き来している

という。いわゆる改良住宅の世帯分離によって子供と

スープの冷めない距離での安心した生活ができている

方といえよう。また、ある年輩の男性の方に開くと「昔

見直し前田
改良住宅

見直し後の
改良住宅

標準タイプの住棟であり、南蛮平行の配

住棟デザイン自体に変化を与えるととも
に、「ストリートハウスJの手法を取り入
れた配置計画
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北九州市の行政区別老齢人口比率の方がつきあいは良かったなあ。今は階数が分かれた

いるので付き合いが簿くなっているように感じる。し

かし、こんなハイカラなものができて地域イメージが

良くなったなあ。jといういうことであった。

役所の担当の方に開くと、入居者の意見としてはお

年寄りの話の中で出てきたのと概ね同じであり、①明

るくなり、採光時間も長くなったことから、健康上良

くなったこと、②物置が各戸設けられているので、重

宝していることなどがあげられた。あと地域的な視点

から③圧倒的な地域のイメージを作っていた炭住がな

くなることによって、炭鉱の町としてのイメージが変

わってきていること、④建設業のための振興が大きい

ことがあげられた。

また、改良住宅を含めた公営住宅数が全世帯数の約

3害!となっている状況において、公営住宅の維持・修繕

あるいは家賃滞納等も含めた管理問題が今後の大きな

課題であるといえよう。(山田 龍雄)

新しい時代の助け合いのかたちを考える

i 長寿社会のまちづくり研究会から

北九州市は厚生省の委託を受け二十四時間巡回型在

宅ケ了のモデル事業を1995年12月から行っている。行

政がまちづくりの一環として福祉に取り組んだ例であ

る。

2月22日、(社)長寿社会文化協会 (WAC)の九州

四

%

と移推のレu齢高の附一
樹
九
来
北

将

10 

7 

門司区 16.7% 

小倉北区 13.5% 

小倉南区 11.1% 

若松区 15.1% 
八幡東区 18.5% 

八幡西区 12.7% 

戸畑区 14.7% 

資料)平成4年9月住民基本台帳

活動グループである長寿社会のまちづくり研究会(代

表山回龍雄)第8回勉強会が行われ、北九州市八幡東区

の八幡東保健センター福祉部、杉原好則さんに八幡東

区での高齢社会への取り組みについて話を伺うことが

できた。

@行政が安心して暮らせるまちづくりに取り組んだ

北九州市のなかでも特に八幡東区は、行政区別老齢

人口比率は最も高く、平成6年9月には区人口86，243

人に対し、高齢者白人口 17，368人 (20.1%)となった。

その原因として若者流出(新日鉄八幡製鉄所の工場

移転により地域から若者は出ていったが、親は残った

というケースも考えられる)と出生率の減少などがあ

げられているo

こうした現状を踏まえ、「地域社会で高齢者の自立を

支えながら、安心して暮らせるまちJをつくる取り組

みが始められた。

@いつ何処で誰に何を相談するかを迷わせない

在宅介護を地域で支援しようという取り組みの柱白

ひとつとなったのが“機構改革"である。つまり、い

つ・何処で・誰に・何を・相談したらよいか、介護の

(単位:%) 

20.0 

19.1 
18 

17.0 

資料)全国は平成2年までは国勢
調査、平成7年以降は厚生
省人口問題研究所「日本由

一一一五組控室旦七主二三王と 将来推計人口J(平成4年9
月推計)の中位推計値

巴E 謀高齢化社会
国連の定義では、高齢化率
(総人口に占める 65歳以上
人口白割合)7%以上が高
齢化社会としてb喝。昭和嶋045505560 平成2 7 12 17 

(左手)
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八幡東区保健・医療・福千品詰合連携システム概念図
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告E三B
保健福祉センタ 医療機関市民掴挫センター

(小学閥単世に世間 ) 
地媛住民田活動田拠点/皇自(腎22祉事輯
@住民による揮瞳・
描祉活動
@コミュニティ活動
@生涯学習活動

専
門
的
相
闘
・
指
導

明
朝
揮
供

@輯古的なサービス提供惜能
@地揖保瞳・福祉推進機能
・宝活保瞳機能
・生活衛生蝿陸
01:8:ボランティアセンター
情報・空調プラザ機能

酬
蹄

「一一一一ー一一一一一一一一一一一一、
l 臨吉相輯窓口 l 

{恒称)輯古保睦
リハビリテーションセンタ

サービスの担峨，調襲。決定

{市に1か所)

・輯古相談・企画曲襲機能
@専門的リハビリテーション槽能
@在宅療養宣躍機能
・テクノエイド{循枇機器)
センター機能
・健康づくり宜撞槽能
・精神保曜惜能など

民間と行政由協働で 『区推進協議会」
事業を推進する

(各区に設置)

@保健・匡瞳・掴祉関係者由連構とネットワ
ークづくり
@小学枝巨を基本とした地場住民活動由理進
・高齢也社会に向けた広報・啓発活動回展開

不安、戸惑い、そして願いはどう伝えたらよいのか、と

いう迷いをいっさいなくすために、地域と老人(介護

者・要介護者)をつなぐ窓口を一本化した。

これらの取り組みは、医療・保健・福祉に地域とい

う要素をプラスするということであり、また医療・保

健・福祉の境界を取り払うということでもあった。

これまでのように個人が各機関(施設、民間ヘル

パ一、病院など)に連絡をとり、その機関の管轄内の

相談を持ち込むことでは、個人と一機関の一対ーの情

報交換でしかなかった。統ーした唯一の窓口をつくる

ことで、相談が持ち込まれれば、窓口が指令塔となっ

て、各機関、部門にサーピ、スを分担できるようになっ

た。これは、いずれの機関・部門も、個人を軸とした

情報を共有する、また、要介護者を様々な視点から分

析し、最も質の良いサービスは何かを客観的に判断す

る狙いがあった。個人の情報から、サ ビ、スの度合い、

その質や内容、専門性などによって各機関、部門に分

担することで、高齢者を幾重にも支えるサービスを提

供できる体制づくり(サービスの選択肢づくりも含め

て)が整えられた。

@“地縁的ボランティア"への移行

杉原さんの話のなかに、「成功例として取り上げられ

るが、この取り組みはあくまで八幡東区の場合であっ

て、ほかでない。高齢社会の設計は、気候、風土、コ

ミュニティの成熟度などの要因によって左右されるも

ので、本来、地域で確立していくべきであるJIなにも

特別なことではなく、住民のための行政サービスのあ

り方を示し、地域社会で高齢者が安心して生活を続け

られるような地域づくりとはなにかを考えた結果だjと

いう言葉があった。そして、「今後はモーニングケア、

イブニングケアの充実が必要であり、ilIM(7)人立ち浄土
中心となって活躍できる体制づくりに取り組みたいjと

語られたのが印象に残った。

杉原さんのめざす“地縁的ボランティア"の体制は、

健康を周囲の親しい友人とわかちあっていきいきと生

きる、新しい助け合いのかたちとなるだろう。

公的介護保健制度の問題も含めて、今後の展開には

課題も多いが、多様な選択を可能にする豊富で良質な

サービスの提供体制づくりが求められていると思う。

私は私なりに高齢社会を楽しく生きる知恵を養いたい。

(伊藤加奈)

10 
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若者の住み続け意識ロ

郷土のシンボル特化度×住み良さ評価

三三三三三重量抗言霊童三三重量四"可害言言言

.各市町の値

高郷土のンyボルキ引ヒ度

これは「有名であるとこるはアイデンティティーを

持ちやすいし、住み良さも感じやすL、Jということを

端的に表しており、先の日田の高校生の話と関連して、

単純だが説得力のある話であった。

地域活性化というと、どうしても儲かる話が先だっ

てしまうものだが、まず基本はしっかりとした地域の

アイデンティティ 在高めることが大事であり、住民

が地域に対して愛着を持つようになることが大事であ

低

ある山村地域の高校生白住み続け意識

て補足説明を行った。

去る 3月初日、久留米大学経済学部の駄目井正教授

のお招きで、久留米大学産業経済研究所プロジェク卜

研究の「筑後川流域社会の実証研究」平成7年度第2図

研究会に参加してみた。

参加者のエリアは地元の日田郡に限らず、福岡県側

の一般の住民、行政関係者、教育関係者、大学の研究

者など様々だった。

今回の研究会では、当事務所の糸乗が、平成7年度の

NIRA (総合研究開発機構)からの助成を頂いて研究し

た「高齢者はなぜふるさとを離れていったのかJの研

究報告を兼ねての基調講演も行った。

しかし、講演の後の質疑や意見はどちらかというと

高齢者の話よりも、 B閏の町づくりや地域活性化につ

いて多く、地域づくりの碁本のようなものについて改

めて考えさせられた。

8ft田の文化資源に地元の若者が関心を持った

これは、地元の教育関係の仕事に携わっている方の

話である。 10年程前に日田市で地元の高校生に、アン

ケートを実施して日田のイメージを聞いてみたところ、 るo

@見逃せない外からの視点

豆田の話でもう一つ見逃せないのは、観光客が地元

の人の評判に関係なく豆田を観光地としてとらえたこ

「街並みが古くて魅力がないJというような意見が多か

っfこという。

日田の歴史や文化のイメージというと豆田の街並み

とである。「灯台もと暗しjではないが、地域の活性化

計画では地域にある既存の資源を有効に生かすことが、

無理のないアイデンティティづくりになるという基本

的なことである。立国の場合、町の雰囲気が近年の「お

金は少なく使って優雅に時間を過ごす、何となく懐か

しい雰囲気の街並みJという消費者の意識に合ってい

たことで評価されたのだと思われる。

が挙げられる。今ではf軒並みが整備され、古くからの

家や庖が建ち並び、中には140年前の商家を改築して

喫茶1古として復元したところもあって、若い女性を中

心に観光客がやって来るようになっているが、その資

源に光があたる前は、地元の若者の評価はそんな程度

だったということだった。最近は、豆閏の魅力を来街

者が認めるようになって、逆に地元の若い人が「古く

て情緒があっていい雰囲気jとプラス評価するように 日田にずっと住んでいた人にとっては見慣れた光景

でも、違う視点をもった初めての来街者にとっては、と

e一村一品の国で、産業の多極化という意見
研究会の中での議論は、主に日田市をはじめとする

日田郡の産業新興などの方策についてであった。「人口

減少に歯止めがかかるような特効薬があるのなら教え

てくれJI産業は工業誘致がよいだろうかJI何か特産

ても親しみのあるものに見えるということであろう。

11 

なっている。

@就職だけでは住み続けない

地域のイメージ戦略というものは非常に大事である

と思うが、この話を受け、地域が注目を集めることで

地域住民の住み良さ意識がアップする関係について、糸

乗の方から、ある山村地域における地元高校生の「郷

土のシンボル特化度と住み良さ評価度Jの相聞につい
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品の開発をした方がよいのではないか」などの意見も

あっfこo

しかし、 B田郡のように歴史在感じさせる街並みが

あって、水の資源もあって、おまけに食べ物がうまい

(11[魚がおいしいというのは非常に磁力で、特に鰻と鮎

は絶品)ところは、変に一品化するのはもったいない

のではと思った。地域に密着した産業を考えるならば、

むしろ、ゆったりした雰囲気を生かしたサービス産業

ではないかと思った。

糸乗の方からは、九州にある某伝統工芸の町に喫茶

広が見つからなかったことをめぐって、「もてなし型産

業Jの重要性と、一品型産業に留まらない様々な要素

をもった多極的な産業づくりを進めてはどうかという

意見が述べられた。

@次なるアイデンティティーは筑後川をテーマに

日間のイメージは、現在でも筑後川の清流とは分け

て考えられない。今回の研究会には、筑後川の七流域

で「緑のダムjによる筑後川の水源極養などの運動を

行っている「筑紫のみずがめの会Jという会のメンバー

一

純

一

一

骨

m

一

一

タj

↑
 

曜
子
一
様

一
の着

一

定

一

域地

一

者+
右
一

先号の「 知半解事典」で、「地域の定員枠のような

ものJとして、変な表を出しましたら、少々「面白い」

という手紙などもいただいたので、悪のりして、暫く

の路、あちこちの市町村のデータをとり上げて連載し

てみます。飽きたら別のデータに切りかえるというこ

とにしようと思います。

問題は、その地域(市町村)が「拡大再生産Jなの

か「縮小再生産」なのかということです。 5歳階層のグ

ノレープは大体 16 ぐらいある (0~4歳 ー 75~79歳と

して)ので、 I階層の定着枠の16倍が将来的に収飲す

る人口ということになります。

今回とりあげた宝珠山村は昭和55年頃は130人ぐら

い定着する勢いを示していたのが、最近は 60~80人ぐ

らいになりそうな傾向を示しています。一方、久留米

市はどちらかというと拡大傾向です。

が入っていた。..定員枠減少後固定化型:宝珠山村(右頁上)

筑後川は福岡、大分、熊本、佐賀を流域にもつ大き この村の特徴は初等教育時にいた人々が、 20~24歳

な川で、これまで流域に恵みをもたらしてきた川であ 時まで減少し続け、それ以降はそれほど変動がないと

る。現在も、飲料水を始め農業用水、工業用水などい ころですo 大体 100人余で落ち着いており、 100~120

ろんな用途にその水が使われている。 人が定住枠のようになっています。昭和36~40年生ま

記憶に新しい平成6~7年にかけて長期間続いた福回 れのクループが83人となっているので、このグループ

都市圏の給水制限は、都市の水問題を大きくクローズ から枠が小さくなる虞もあります。

アップさせた。しかし、水の重要性を強く感じていた @地域定着発展型・久留米市(右真下)

のは給水制限で不自由を感じた福岡都市圏側よりも、む ここはお~29歳台になってからは変動は小さくなり

しろ、筑後川流域側の方なのかもしれない。「筑紫のみ ます。この市はワンパターンでなく、ずっと転出が多

ずがめの会Jの方と話していると、水資源の重要性と かったり、転入超過になったりしています。つまり、出

有効利用をめぐって流域を自ら守っていこうという意 る人がいても入る人もいるわけで、多様な動きを内包

見が大勢を占めていた。これは大昔からのこの地の す--~---_::.とにーよ2 て地域社会が安定;坊とーいヨ典型を示

人々のアイデンティティーなのかもしれない。資源ナ しています。第1次ベビープーム世代は 17千~18千人

ショナリズムという言葉があるが、水も資源である。水 台の定着ですが、それ以降は14千人ベースとなり、第

資源についての研究や流域経済などから新たな地域づ 2次ベビーブームになるとまた少し増えています。一応

くりを模索していきたいという次なる意欲が伝わって 発展しているようですが、それが定着数がどうかは、 H7

きた。 年の園調をみないとわからないといったところでしょ

中には、今年90歳になるという御年輩の方が、張り うか。(糸乗貞喜)

のある声で地域づくりに関する質問をされていた。地

域社会をどう作っていくのかという現実の問題に、高

齢になっても真剣に取り組もうと考えておられるのを

みて、たくましさを感じた。(尾崎正利〕
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謹盛踊師帯司日照璽童三三重

宝珠山村田定着率

(男女計)

久留米市の定着率

(男女計)
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地域資源マップ モノだけでなくコト(ちぎり絵等)も資源
として重視した
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地域づくりには、ふたつのタイプのプロの協力があ

るといいと思っている。その一方は他所もののプロで

ある o 少々おこがましいが、このプロの資質はデータ

づくりに長けており、状況やデータを客観的に見ると

同時に主観的に考える気力があり、なおかつ謙虚であ

り、そのようなことでメシを食っている人のことであ

る。もう一方は地元白人、つまり地域社会の中でメシ

を食っており、地元のことなら何でも知っているよう

なプロである。

他所ものプロには謙虚な資質が必要と述べたが、そ

れは胃袋についても云える。地元の資源をプラス指向

で聞き出し、うけとめ、それをすぐに整理したり岨噂

したり加工したりせずに、胃がもたれたり口からあふ

れそうになっても我慢しながら、地元の人たちと一緒

円、、

おえない。メッシュといっても、大小、形もちがう非

整形メッシュ(集落)がよいと考えた。

この図は、計画がきまってリポートにした段階で印

刷したものであるので、かなりきれいになっているが、

全員で資源さがしをした時は大変な書き込みでわけの

わからないような地図になってしまった。その前だっ

たか後だったかに、全員で町内探検もした。

注目してほしいのは、合併前の旧村の人口と特徴、そ

れを構成する集落ごとの人口、特徴をベースに、モノ

だけでなく、祭りや行事、技能などのソフト分野を評

価するようにしたことである。つまり「各集落ごとの

特色、行事、特産開発運動Jのもとを作ったことであ

に苦しみ続けなければならない。

一方地元白人たちは、地元にあるコトやモノについ

て遠慮なしに出す方がよい。得てして、地元の人たち

は資源の過少評価をしがちであるロ

このようにして発見した資源(コト・モノ)を、双方

が口に頬張って涙を出しながら我鰻をしていると、何が

しかの考えが生まれる。少々ヒマがいるが仕方がない。

ここに示した図は、昭和53年であったと思うが、あ

る町で基本構想、をつくるとき、町役場の若手10人ぐら

いと共問で、地図の上にトレーシングペーパーをのせ

て書きこんでいったものである。単位となったのは集

落である。以前に別の町でメッシュのようなことをや

りかけたことがあったが、方形メッシュは全く始末に

資源・資料マョデサそ y骨
計画チームでこの資料をもとに議論して、全田Iの計

画テーマとプロジェクトを決めていった。何でもかん

でも地図を前にしてやっていったのである。

このチームの成績はよく、この結果、数十億円の投

資プロジェクト、町民と協力するようなソフトプロジ

ェクトが生まれていった。結果的にいうと、数百万円

がそれだけの投資効果を生み、今も活用されているこ

とになっている。いずれ、これらをまとめて、「計画の

経済効果Jというようなことにまとめてみたいと思っ

貞喜)

まちの目標像
(全体で討議)

課題とすべきもの
(当面あきらめるものと
仕分け)

(糸乗ている。
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@今、古い貴重な民家が失われている

津屋崎町とは違う町の話となるが、現在、福岡県嘉

穂町というところの「まちっくりjのお手伝いをして

おり、町民の代表者の方と一緒に町の資源を見つめ直

すための手がかりのひとつとして資源探訪を行った。

この探訪の中で特に印象的であったのが、江戸末期か

ら明治後半にかけて窟IJられた民家・商家が、未だ多く

残されていることであり、残っている家では「おばあ

さん」が一人で広い民家を持て余しながらも維持しつ

づけている状況であった。逆に後継者が残っている家

では、周りの風景になじまないモダンな家に建て替え

られていた。古い民家すべてが立派で保存すべき建物

かどうかはわからないが、私たちが見て歩いた建物は、

一尺もあろうかと思われる「ケヤキJの柱、杉板一枚

物を使っている襖、畳2畳程の銀杏一枚物の床板等々、

今では手に入らない材料を使用しており、また、天井

も高く、その空間の豊かさは今の住宅には味わえない

ものばかりであった。

たぶん全国的にみても、今、これらの貴重な民家が

失われつつあると恩われる。

そこで、福岡県津屋崎町で、住民自ら保存運動を展

開し、活用している民家の視察を行ったので報告した

いと，思う。

・海上交易の拠点として発展した f津屋崎千軒j

津屋崎町を含む宗像地方の海岸部には、古くから「宗

像海人族」と称される古代の人々やその子孫が住んで

いたといわれており、町の東側白山々の麓には数多く

の住居跡や古墳が発掘されている。本町は、次第に砂

が溜まり浅くなった入り江を、田畑や塩田として300年

程前から幾度となく干拓し、今の津屋崎町を形成した

と{云えられている。

また、海上交易については、かつて黒田藩が博多湾

岸の船は全て漁業のみに従事させ、いざという時には

水軍の船の漕ぎ手として直ぐに招集できるようにし、そ

れ以外の港の船で海上交易を認めていた。津屋崎町の

港は海上交易の港として認められ、博多湾の外港とし

て宗像・粕屋・鞍手地方の物産の積み出し、流入港と

して江戸時代から明治、大正まで栄え、「津屋崎千軒j

げん・ぷん・ Lt(
劃l'臨調I盟l臨繍L 幽

と呼ばれるようになったということである。ちなみに

「千軒」とは、人家が千軒もあるほど繁栄している町だ

という意味であり、当時、いかににぎやかな通りであ

ったのかが偲ばれる。

今でも、狭い道路沿いに建ち並んでいる街並みに、そ

の面影が残されているものの、今は人通りも少なく「千

軒」という名だけが残っているのである。

津屋崎千軒民俗館「藍の家Jは、この千軒の一角に

位置している o

@イベン卜による保存運動の盛り上がり

「藍の家Jは、明治34年に建築された元染物紺屋をし

ていた上妻家の住居であった。保存の発端は平成2年

頃、持ち主の方が、古くなった家での生活が何かと不

便になり、近くに新居を建ててそこに移られたことか

らである。その後、空き家になって家の老朽化が進ん

できたため、解体して駐車場にしてしまおうというこ

とになった。この解体の話が地域に伝わり、町のリゾー

ト開発に反対していたグループ「自然と開発を考える

15 
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会jの方々が中心となって、住民の会、郷土史研究会、

観光協会、商工会、区長会、文化協会、町議員など多

方面に、その保存を呼びかけ、話し合いを行い、町に

度々お願いに伺った。しかし、当初は税金の無駄使い

ということで全く相手にされなかったそうである o

その一方で、平成3年8月に「街並み保存協議会Jを

発足し、「街並み探検と旧上妻都の歴史と建築としての

価値を知る学習会J、「旧上妻邸の活用を考える学習会J、

f民家の愛称募集Jなどの運動を行ってきた。

この聞にも町へ保存の呼びかけを行ったが、前向き

の返事がなく、これ以上待っていても町の動きがいつ

になるか分からないということから、本格的に住民自

ら保存・活用に取り組んでいくことなったとのことで

ある。このような時に、現代美術の研究や展覧会の企

画をしている津屋締在住の阿部文範さんを知り、 I藍の

家Jで現代美術展を開催することなった。

この展覧会は1ヶ月に約2，000人が訪れ、さらに会期

中のシンポジウムにも 130人も来るという大成功の結

果、町や議会等もこの「藍白家jの存在を見直し、「藍

の家jの保存に対し、町の方でも多少の援助を行うこ

とが決定したとのことであった。

町と持ち主との契約関係は、建物は町に無償提供、土

地は持ち主のままであり、現在月々約3万円の地代を払

っているとのことである。

「藍の家」の1996年度の活動計商

1 新春コンサートinr藍の家J荒尾ルミ子ハーブ演奏会!
I月27日(土) 14∞-15: 00 

2 第2回節句人形展
4月5日(金)-15日〈月)

3 三曲演奏会 中村拝山(津屋崎町宮司〉
一尺八他琴、三味線による合奏
4月21日(日) 13: 3日-15:00 

4 街並みスケッチ会 5月12日(日)
5 街並みスケッチ会作品と津屋崎町陶芸同好会
作品展 6月1日(土)-10日(月)

6 日高まり子さんによるオカリナ演奏会
5月25日-26日 会場整理券発行 (500円)

7 第2囲「藍の家J染織展
10月10日〈木)-20日(日)

8 第2回「野染めJin津屋崎
秋頃予定参加費1.000円(小学生500円)

9 西村恵子の一人芝居
11月16日(土)、 17日(日〉の2日
会場整理券発行 (500円)

10 ミニ・コンサートやミニ演芸予定
11 講演会予定

話器連絡先 津屋崎観光協会 TEL0940 -52 -1122 

いずれにしてもこの「藍の家Jは、自治体が建てる

どんな立派なコンクリー卜の建物より、住民の方々の

取り組みも含めて何倍もの価値があるように思われた。

( LU回龍雄)
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この民家の保存は、持ち主が移転し、持ち主の理解

を得られたことなどタイミングが良かったこともある

が、有志の方々の熱心な取り組みの結果である。.単なる町並み保存からまちづくりへ

.160人の会員の確保と多彩な民家の活用 あるまちづくりグループに同行して、吉井町のおひ

「蔓の家」の運営は「街並み保存委員会Jのメンバー なさまめぐりに行って来た。

の方が中心となって行っており、「藍の家Jの当番を100 吉井町は久留米市と日田市の中間点にあり、最後街

人のメンハーで午前、午後とそれぞれ2人ずつの口一 道沿いの宿場町として栄えた。江戸時代には何度か大

テーションを組んで行っている。この当番は今のとこ 火に見舞われ、予り噴今、ら類焼をりが才L2ためlこ白星ま

ろボランティアとのことであった。その運営費につい 土蔵の家が造られ始めている。

ては町の「ふるさと創生Jの基金からの助成金、「藍の 吉井町は、「白壁土蔵の町並みJと「小さな美術館め

家」で販売しているおみやげの売り上げ、会員の年会 ぐりJで有名になった。しかし、吉井町の名前をまち

費(1，000円)や賛助会員費によってなされており、平 づくり事例として聞き始めたのは割合最近で、住民の

成8年度での収入予定は約350万円で、うち 230万円 気還が盛り上がってきた白も、平成4年に「全国町並み

が町の助成金となっている。 ゼミ」を吉井町で開催して、全国の人から町並みに高

本年度も月ごとに色々なイベントを予定されている い評価をもらってからだそうだ。それまでも町並み保

ょうで、特に古い民家の中での「オカリナ演奏会Jや 存はあったが、単に保存活動をしていただけで、まち

「一人芝居jなどは魅力的であろうと思われ、是非一度 づくりにはなっていなかったらしい。それがここ数年

はおじゃましてみたいものと思っているo ではじまった住民の様々な活動により、一躍有名なま

16 
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白壁のまちなみで偶然出会った鍾絵の作成現場

ちづくり事例となっている。

まちづくりとしては特別にハード整備をすることも

なく(町並みの保全・改修は町が個人に助成してる)、

喫茶庖やお菓子屋、個人住宅などをギャラリーとして

開放することにより、美術品やおひなさまを展示して

心、る o

• rめぐり」の効果
吉井のおひなさまめぐりは日岡市のひなまつりを真

似て始めたそうだが、今年で4回目とまだ歴史は浅い。

「おひなさまめぐり」は、「小さな美術館めぐりjもそ

うだが、歩き回って同時に町並みも見てもらいたいと

いう気持ちが名前に込められている。これはいわば博

物館などでいう常設展と特別企画が行われているよう

なものだ。

その「めぐりJのおかげで、白壁を補修中の家で大
Eニてえ

黒さまの銀絵を作っている(描いている?)ところに

出くわした。歴史的な雰囲気のなかで職人の技術を見

せられるというのは、民芸村などで紙漉きや独楽づく

りをみる白とやや似てる。似てはいるが、思わず出く

わすところとやらせでないところがいい。やらせでも

楽しいものは十分楽しいが。

また、吉井では庶民的なおひなさまの展示を目指し

ていて、入場料を取るところは少なb、。古美術屋が集

めた珍しいおひなさまの数々から、洋服屋のショーウ

インドーの片隅に置かれた小さなおひなさままで様々

なものを見ることができる。

この気継さは、観光客が見て回りやすいのと同時に、

まちのひとがささやかなおひなさまを飾るだけで、簡

単に「私もまちづくりに参加している」という気分に

なれるのがよL、。

17 
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洋品庖のショ ウインド に並んだ小さなおひなさま

@装飾古墳は眠っている
めずらしづか

町の中心部が取り沙汰される一方、珍敷塚古墳など

装飾古墳の貴重なものもあるが、同じ康史的なもので

もまちづくりの資源としてはあまり認められていない。

町おこし課の人の話でも、古墳に関しては郷土史会が

やっている程度ということだった。もちろん、古墳を

見に行けば郷土史会の方は親切に説明してくれる。

誰かに「これは素晴らしいJと認めてもらわなけれ

ば自分たちも認めない、あるいは気づかない、という

傾向はよくあることと思われる o しかし、吉井町のよ

うにまちの資源をうまく活用しているところでも、一

方では別の資源を眠らせている、ということがあるよ

うだ。場合によっては、ある部分が有名になることで、

他白資源がかえって絵に隠れてしまうこともあるかも

知れない。あるいは、白壁土蔵はかっこいいが古墳は

いまいち、と忠、われているか。

確かに、古墳よりも白壁の町並みの方がまちおこし

として扱いやすいだろうというのは分かる(でも古墳

でまちおこしをしてるところもある)。特別吉井町のこ

とを言うわけではないが、今価値があると思われてい

ないものは、今後も価値が出ないとは言えない。

吉井町はまだ活動が始まってから短いので、これか

ら他の資源にも目が向くと思うが、まちの人たちが自

分の目で様々な価値を見出し、それぞれに保存なり活

用なりしていくことが必要だろうと思われる。

(伊藤総)
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佐伯市の観光拠点は駅前の寿司屡

@人通りは少ないが、客の出入りは盛んな寿司屋

ある調査で大分県の佐伯市在訪れる機会があった。

ちょうど佐伯駅に着いたのが昼時であったため、同伴

の人が「駅前に確か美味しい寿司屋があったので、そ

こで食べましょう。」というので行くことになった。駅

は市の中心部から2km程離れているため駅前商庖街と

いうものもなく、なんとなく裏寂しい雰囲気のところ

で、本当に美味しい寿司屋があるのか半信半疑だった

が、少しウロウロと探し歩いていると目指す「錦寿司」

の看板が白に入った。

私たちは通常のランチメニューと思われる i1.500円

の寿可定食Jを頼むと、これが噂に違わず感激の一品

であった。ネタは新鮮であり、また、シャリの3倍ぐら

いある「あなごJをはじめ、どのネタも大きく、到底

一日では食べられない物ばかりであった。人通りのな

いところに位置している部には客の出入りが頻繁であ

守司p

つ九o

板からはみ出たネタ

おり、観光面ではこれといった特徴がないのが実状で

あろう。

こ白寿司屋を見て、「よかネット N012Jのやぶにら

み九州論の中で「観光は横着な産業である。客を遠路

はるばる来させて、地元の産品を売りつけ、地元の労

働力でサービスし、原則として物を渡さないjという

言葉をを思い出した。当たり前の話であるが、観光は

特色あるものを創れば遠くからでも人が集まる白であ

@企酋課長日く、駅前寿司震が観光拠点かな

肢ごしらえも済み、市の方に出向き、企画課の方に

ヒアリングをしている中で、「市の観光施設の状況につ

いてお聞きしたいのですが……」といった途端、即座

に課長さんから「佐伯市にはこれといった観光施設は

ないんですよ。強いて言えば駅前の寿司屋ぐらいか

な。」といった答えが返ってきた。本当にこの返事には

驚かされた。聞くところによると、この庖は棺当有名 留指宿温泉というところにあこがれていた

らしく、わざわざ大分市内や市の後背地の山間部の方 指宿温泉の観光ポスターを見ると、美人が砂蒸しを

からも車で駆けつけて、利用しているとのことであっ しているというところが出ている。見るからに身体が

竺竺言明q市φ広域観光拠点施設な竺主車工主主。 1:ま<';tt主疲れーがとれ:'é:'i:f豆二三度liフ玄みた ~_1 主思、ョ

@特徴あるものが人を呼ぶ

佐伯市は、毛利高政氏が築いた佐伯1戒を中心として

城下町が構築され、今でも街中に長い土塀ゃ武家屋敷

などの藩政時代の面影を留めているところもある。

また、有名なのは、プロ野球選手を多く誕生させて

いることであり、ちなみに広島カ プの阿南元監督、野

村選手、ヤクノレトの川崎投手などがいる。

しかし、市の総合計画では、「観光資源は数多いもの

の整備が不十分で、広域的に観光客を引きつける観光

ポイントになっていないjといった課題があげられて

り、この寿司屋さんの話は、ちょっとした一例といえ

よう。(山閏龍雄〕

況
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ていた。それを充たすために、仕事の途次の空いた休

日に足をのばして治まってみた。

砂蒸し温泉はたしかに機能としては納得できたが、雰

囲気は観光ポスターと程遠かった。砂の温度とか安全

の管理のためにはやむを得ないのかもしれないが、コ

ンクリートでしつらえたところで、機械的に砂に埋め

られていったのでは気分がでない。 710円という値はも

っと高くてもL叫、から、何とかならないのかと，思った。

観光客の立場からみると1000円と700円の差はないの

ではないか。
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それ以外に行くところについてはタクシーの運転手

さんに聞いてみたが、「長崎鼻に行くことになっている」

と言われても、曇り空のもとで20kmもタクシーで行

く気がしなかった。

街の結構は3万人余の人口の割には小さいように見え

た。飲み屋も一人旅では二の足を踏む感じであり、全

体が団体旅行を迎えるシステムになっているようであ

る。それでも昼の食事は2，296円だったり、団体客と一

緒にされてはかなわないと思って観光協会に紹介して

いただいた民宿の勘定が1円単位まであったりする。関

西から博多あたりまでは、ほほ消えている消費税の外

税が指宿で現れる。つまり東京並のハイカラな面も持

っている。

街のサービスが間体客向きのようであっても、実際

には、一緒に砂蒸しに入った人などは2人から数人のグ

ループばかりであった。

小生は国外へ旅行したときでも、帰ってからガイド

本を買うような横着ものであるが、この原稿を書くた

めに百科事典を見たところ、指宿は「湯豊宿(ゆぷし

ゅく)に由来Jとか、「カンνョの新品種研究で知られ

る農業試験場」、「市南部には弥生と縄文の土器が層位

的に出土した遺跡として知られる指宿橋牟礼川遺跡が

あるJなどと書かれている。これではもう二度と来な

いだろうと思ったが、なんだか気分がゆらいでいる。指

宿にお願いしたいのは、もっと多様な客に対する配慮

である。なぜはじめから、一般のガイド本(今回は一

応目を通していた)にも百科事典のようなことが記載

されていなかったのか残念である。

最後に一言自慢すると、地元の人の入る湯をみつけ

て150円也で誰もいない朝風呂に入ってきた。これで

15分1000-1500円といった大都市で若い娘さんが入

?主主主丘~:r_~_~呈主主主空-"'_-lT三三空坐ったらいいの

に ー・。砂蒸しのところでやれば確実に売れると思う。

(糸乗貞喜)

園自給できる地域づくり

佐賀市での学研都市づくりの研究会において、「農の

共生Jに関する勉強会の時に聞いた話を紹介したい。現

在、国内で消費される食糧は、農産物、水産物、畜産

物など、我々が日々日にしている食品の大部分が外国

からの輸入に頼っていることは、周知の事実である。こ

のうちの農産物、あるいは畜産物も含まれるかもしれ

ないが、圏内の農業生産に寄与している土地は、約530
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万haある。このうち九州8県には70万haの農用地、佐

賀県には約24万haある。しかし、これだけでは、日

本の人口約1億5千万人の食欲はまかなえないため、外

園田農地を借りて、輸入をしていることになる。それ

を計算すると、国内の農地の2倍以上の約1，200万ha

の外国農地を借りて生産していることになるそうであ

る。この数値がどうやって出てきたのかは確かめなか

ったが、相当規模の国外の農地が日本人のために使わ

れていると鶴くと、今白日本の食糧事情は、このまま

輸入に頼るだけで大丈夫なのかと心配になった。

仕事柄、農山村の活性化など白場面に出くわすこと

もあるが、地元白人々は食糧生産以外の手っとり早い

収入に走りがちであるが、地域の自立をお手伝いをす

る我々を含めて、もっと自給できる地域っくりをみん

なが真剣に考えなければと強く感じた研究会であった。

都市と農村の交流、グリーンツーリズムなどの地域活

性化方策も都市住民が農業を理解するという意味で重

要な側面であるが、農業を産業として捉え、食糧生産

業の確立をしないと、徐々に中国の局内消費量も増加

してきている状況からも、今まで、口にしていたもの

がだんだん入らなくなる時代になるのではないかとい

う新たな心配の種が芽生えてしまった。

(山辺真一)

圏楽しい田舎暮らし、クラインガルテン

fサラリーマンシニアの現代田舎暮らしJ(シニアプラ

ン開発機構編)を読んだ。第1章では、“田舎暮らし"を

実践されている4人白方の例が紹介され、第2章では、

津端修ーさんと奥様の英子さんが、「私のクラインガJレ

テン・20年H私のクラインガルテン12カ月Jとして、

長年にわたって作り上げられた自然とふれあう農かな

暮らしについて書かれている。

クラインガルテン、これは「小さな庭」を意味する

ドイツ語で、ここでは津端さんの田舎暮らしゃ、これ

までの活動も示されているようだ。

津端さんとクラインガノレテンとの初めての出会いは、

1979年で、西独のクラインガJレテンという市民運動に

感動されたことから、自然と共に暮らす新しい生き方

を世台められたとのことだ。

実際自分で土を養い木や野菜ゃ花を育てることは、楽

しみだけでなく様々な苦労が伴うことだと思うが、お

二人の書かれたも由を読む限りでは、喜びと楽しみの

方が大きいように感じられた。季節毎の木や花に固ま
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正面からみた「有智山荘」
5人以よから、 1500円程度で食事もできます。一度足を運んでみて1;1いかがですか。

れ、本当においしくて安全な野菜を食べることが出来

て、これこそ幸せというものだととても羨ましく思う

が、では私も倣って実行できるかといわれると、なか

なか難しい。今のところは、英子さんの書かれた12カ

月の生活を楽しく読ませていただこうと思う。

圏有智山誌を訪ねて
惨うち合んそう

(富重慶子)

「有「智山荘」は西鉄太宰府駅から車で10分ほど走った

ところ、かまど神社の近くにある。先日、この山荘の

見学会があり参加した。

この家は、江戸、明治初期の民家や農家、酒造屋、博

労(馬問屋)などの解体材を使って建てられたもので

あり、 2階に見えるせりだし部分には時代劇によく見ら

れる雰囲気が感じられた。

入り口を入ると大きな広間があり、落とし込み式の

囲炉裏に座ると足元がポカポカして気持ちがいし、。こ

こは「修羅の問jといい、その名前は、囲炉裏のそば

に立つ上部が二股になった太い柱「修繕」に由来して

いる。「修羅Jは大きな石を運ぶ際に使われた棒(けや

き)の自然木で、二股になった部分に重いものを乗せ、

一方の嗣を振りながら、てこの原理を応用して前進す

るしくみになっている。

昔の家屋には、ずっしりとした迫力があるだけでな

く、使いやすさ、快適性の面でも納得させられること

が多く、箱階段などもそのひとつで、スペースを有効

に利用するための知恵が感じられる o

この家の中にはとなりあって2つの階段があり、写真

の左側に見えるのが上り専用、そして右側の箱階段が
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下り専用と標示してある。上り専用階段には微妙な

力一プが施してあり、そのため前傾姿勢をとる格好と

なる。自然と階段の縁を握ることとなり、高所恐怖症

の私にとっては安心4誌のある上り心地である。

有智山荘の木材ひとつひとつには、ここに運ばれて

くるまでの色々な歴史が染み込んでおり、丹念に磨き

込まれ、角がすり減った障子の格子などからも、当時

右上り階段と
下り階段
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の住人の住まいに対する想、いが偲ばれる。

しかし、長年支えてきた家を離れ、移住してきた柱

や梁達は、お互いが拒否反応を起こし、ミシミンと音

を立てて喧嘩をすることもあるらしくそのための治療

に手を焼いたこともあったとのこと。

そんな話をご主人の高松さんから伺いながら、ひと

とき豊かな気分を味わうことができた。

有智山荘は、多目的なコミュニティ施設として建て

られたものであり、事前の連絡をすれば3人-40人分

の食事、また、セミナーの会場として利用することも

でき、屋外には、鍋なら 200人、バーベキューなら 60

人分もの調理が出来る作業場がある。何かの折に触れ

て利用してみてはいかがでしょうか。

(金川言葉)

図うらしま太郎活動中

先日、遠賀町の「福祉まつり」で高齢者疑似体験「う

らしま太郎Jの体験会を行った。

会場となった「ふれあいの里センター」は町の福祉

拠点であり、この日も障害者の方のハザーや、盲導犬

の紹介、落語などのイベントが催され、大盛況であっ

守一，

~。
今回の「うらしま太郎Jの体験者は、ほとんどがボ

ランティア等で活動されているヘルノマーさんだった。

ある程度はお年寄りの不自由さを理解されていたと思

うが、今回の疑似体験により、「目と耳が不自由になる

とストレスを感じるH耳が間こえづらくなり孤立した
ように思えた」など、心理的な面で不自由さを実感さ

れていたようだ。(歌丸星子)

図“美味しかった"甘夏みかん

一昨年の「よかネットノマーティJに地ビーノレやビー

ルのベーストなどを持ってきてくださった、ガイアみ

なまたの柳田さんから甘夏みかんを送っていただいた。

これは、「生産者グループきばるjとL、う、 19年前に水

俣病患者運動の中からうまれたグループの方が作られ

たものとのことで、贈り物などに是非使って下さいと

の御紹介だった。みずみずしくて甘くて、早速所員で

いくつかお願いすることにした。

何よりもうれしいのは、こちらでは自然を大切にし

た農法にこだわり、実が大きくなる時期からは農薬を

散布せず、防腐剤やワックスも使っていないというこ

とだ。私はマーマレードにして皮まで美味しくいただ

いた。また一緒に、甘夏づくりの説明などが書かれた

ものが入っていて、生産者の皆さんの思いが伝わって

温かい気持ちになった。

この時期にはもう甘夏みかんはだめかもしれません

が、来年是非食べてみたいという方は下記までどうぞ。

(富重慶子)

※「生産者きばるJ(事務局 ガイアみなまた)

〒867熊本県水俣市袋字陣原1-39 

TEL.096 -62 ~ 0039 FAX.096 -62 -0814 

〈

ハ

一

紹

一

人新

一

さb たに

友翠谷
な伝からげ

右七揚

圏『ホッ!~とする話

中学校を卒業してからの10年間、私の環境にはかな

りの変化がありました。“ど"が付くほどの田舎である、

島根県の隠岐の島という、知る人ぞ知る所でのびのび

と育った私は、高校進学のため県内の大都会“松江市"

で予備校までの4年間を過ごし、それから熊本、大阪と

気楽な学生生活を送り、現在、福岡市民として、ここ

でパソコンに向かっています。

住まいを移る度に空白変化に驚かされてきました。

透き通った青い空と、満点の星の下に見える漁船の灯

が隠岐では当たり前のことと思っていたのに、徐々に、

空の色が暗く、Ae.が遠くに見えることになれ、北極星

しか見えない大阪の空に、オリオン座が見えることに

感激するようになっていました。そんな私にもう一つ

感動を与えてくれ、『ほっ !jとさせてくれたのが、『空

の名前~ (高橋健司著)という一冊の写真集です。この

本をめくると、「雲や雨には季節感のあるこんなに沢山

の名前があるんだ」と感じます。何かに疲れたときに

お薦めの一冊です。(津谷真紀子)
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極現実を見つめて

よく笑い、よく泣いて、よく怒った4年間の大学生生

活は本当にあっという間に終わり、まだまだ未熟な私

も無事、社会人一年生となることができました。

私の過ごした大学生活は毎日が遊びで、真剣に学業

に励んだという輝かしい記憶はあまりありません。し

かし、その中でも卒業時に取り組んだ「中山間地の農

村景観の構成要素の継承に関する研究jでは、とても

大切なことを学びました。

卒業研究では、実際に熊本県内の中山間地の農村集

落を3つ選定し、ヒヤリングと図面作成による調査を行

いました。調査集落の中でも八代郡東湯村黒淵集落と

鹿本郡菊鹿町番所集落は対象的な集落でした。

黒淵集落では現在でも棚田町石積みを当たり前に行

っており、美しい景観を築いています。そこには意図

的な景観に対する配慮はなく、結果として美しい景観

を保全してきたのです。一方番所集落では、集落の花

植えや清掃、コンクリー卜プロックを避けた石積みに

よる回畑の修繕工事を意図的に行うことで景観が保全

されてきました。

「街道を行く 40

台湾紀行」

可馬遼太郎著

朝日新聞社刊

￥1.700 

この紀行の歩みは台北から始まっている。もちろん

司馬遼太郎のことであるから、台湾の歴史ゃ人々のエ

この2集落の決定的な違いは黒淵集落は何かしら問題

を抱えながらも今後も現在の景観を存続していくと思

われますが、番所集落は存続の危機に瀕しているとい

うことです。

本来農村景観は意図されて作られたものではなく、そ

こに住む人の農的営み、くらしから2次的に形成された

ものです。つまり農村景観は農村の表情なのです。し

たがって景観を保全するために外面白美しさに捕らわ

れはじめた時点でその集落の内部は崩壊の危機に直面

しており、景観保全は困難になっているのです。これ

は調主主結果から明らかでした。しかし番所集落は崩壊

するだろうなどと結論をだせば、何白ために私がこの

研究を行ったのか、また私のしたことは全部無駄にな

るような気がしてこれを素直に受け入れることができ

ませんでした。

社会人になって、これからもこういった経験を幾度

となく繰り返すことと思いますが、自分を納得させる

ための嘘や偽りはやめてしっかりと現実在見つめてい

きたいと思います。(七捌 かおり)

の歩道を盛り上げたり、そのままであったりする。

『戦前の台北ではありえないことでした』と、ある著

主主が、日本時代のことをほめて(?)くれた。『蒋介

石氏がきてから大経由万人身勝手という風をもちこん

だんです~J と続いている。ここまで読んだとき、「じ

ゃあ、日本はどうなんだ」と私は思った。日本はクル

マ社会であるために、自動車が入りやすいように歩道

が切り下げてある。「私が優っている」のではなく「車

が優っている」のが日本の現状である。せまい歩道の

場合だと、数メ トノレごとに山あり谷ありで、車椅子

ピソード、それに「文明とは何か」までを連ねて読ま ではとても通れない。

せていくので、具体的な「歩みjについてふれはじめ

るのは、もう 47頁になってからである。そこの第一歩

を歩く様子のことが気になった。

第一日の夜、商庖待の歩道を歩いたが、その歩道が

高くなったり低くなったりして極めて歩きにくくなっ

ているが、同行の人がその都度注意してくれてありが

たかったと述べて、次のような「公と私」についての

話が出てくる。

「いうまでもなく、歩道は、公共のものである o が、台
タ

北では商庖ごとの私が優っている。自庖の都合で底頭

22 

私には以前から考えているアイデアがある。歩道を

切り下げるのではなく、車道側を「盛りあげたり、そ

のままにしたりJすればいいのではなL、かという考え

である。ガソリンという重要な資源を使う側は、少々

乗り心地が悪くても我慢すべきであり、率先して歩行

者や車椅子などの便宜をはかることに異存のある人は

少ないのではないか。まして歩道際は歩行者への配慮

からもスピードをゆるめる必要があろうし、ゆっくり

定れば乗り心地も悪くならない。この文章を読んだと

きから、この話を司馬遼太郎にしてみたかった。
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これを読まれた方は、必ず、自分も一周してみよう

と

話を本書にもどすと、ここに出てくる老台北氏が、な

かば狂言まわしのような役回りで、この紀行文が進ん

でいく。このラオタイペイの紹介が出てくるのは、 司馬遼ファンの私にとって、あまりにも呆気ない他

界は残念至極であった。近年の日本人は、社会の趨勢

は「常に右肩上がりのグラフ」だと思っている。しか

し還暦ひとつ分 (60年)遡ると、奈落へ逆落しするよ

うな勢いで右肩下がりを続けていた 10年があり、その

前の10年はその逆落しを準備するようなジメジメとし

た時期であったのだろう。またその前はどうだったの

」

のあと 100頁ぐらい進んだところであるが、それまで

の聞に「どうもあの人ではないのかなjと思いながら

か。

司馬遼太郎には、今後の 10年間は、今までの 60年

のグラフのうちの、どの時期を適用して心構えをして

おけばいいのか、あるいはその前に、日本のグラフが

どうだったのか、今後の回り合わせも含めて、もっと

示唆を残しておいて欲しかった。「そりゃ自分でやりな

さいよjということかもしれない。今までで十分、「可

馬遼さんありがとう」といわねばならないとは思って

読み進んでいった。

今調べてみると1990年の日月に、新竹市科学園区(サ

イエンスパ ク)へ行ったとき訪れたコンビュータソ

フト開発会社の社長さんで、その他にもt以上もの会
社の責任者である。その後京都でもお会いしたことが

この台湾紀行を読んでいると、自分もこの道を

回ってみなければ悪いような気になっていった。

話を図書紹介にもどすと、この「街道を行く」は、司

馬遼太郎が「日本を語る」旅である。海外に出た場合

も、その場所を通して日本を諾っており、極めて身近

に現地を感じることができる。風景あり、康史あり、

人々の暮らしあり、古今白人たちとのつきあいがある。

それが台湾一周の形で出てくる o

あり、

貞喜)

111高齢者はなぜふるさとを離れたのか(表紙解説)

! 表紙のテーマで、 NIRA(総合研究開発機構)の助 けだが、全国の地方県は高齢女性比率が高くなって i
1 成を受けて調査を行った。その中の特徴的な部分を いる。東京は若い人を地方から集めているので、高

とりあげて図表としたのが、表紙及びこの表である。 齢比率が低いが、いずれ20年後ぐらいには同じ運命 i

現在の高齢転入・転出問題は、特に地方の高齢後 が待っている。つまり、高齢問題が大都市問題とな

期の女性問題である。ここに示したのは鹿児島県だ る日が見えているのである。

(糸乗いるのだが。

。/日日

i

一
仰
山
一
師
山
一
例
剖
一
間
必
一
副
均
一
間
日
一
制

m
一
則
的
出
一
叫

m一一

↓

崎

一

山

一

ル

ー

-u
一
日
一
町
一

υ
一昨

1
一
山
一
ル
一

L

一
弘
山
一
郎
凶
一
回
初
一
昨
刊
一
部
開
一
叩

8
一
前
川
町
一
回
引
一
部
引
一
一

↓
ド
歳
一
丸
一
丸

τ
一

比

一

九

て

一

川

町

一

山

町

一

丸

一

月
一
師
犯
一

m
m一
叫
ぉ
一

m
m
B
山
一
叩
日
一
問
問
一
問
問
一
捌
ぉ
一
一

↓

ド

歳

一

民

一

札

一

丸

一

丸

一

札

一

し

一

札

一

一

弘

一

丸

一

日
一
開
制
一
旧
制
一
郎
計
一
前
四
一
問
問
一
回
目
一

m
m一
回
加
一
師

M
一一

↓

ド

歳

一

札

一

札

一

丸

一

札

一

弘

一

丸

一

川

町

一

札

一

A
，
一

ω
一
問
問
一
抑
問
一
叫
晶
一
町
出
一
閉
山
一
間
げ
一
叩
湖
一
側
担
一
刷
幻
一
一

↓
ト
歳
一

ω
一
回
一

7i

一

ω一
一
計
一

2
一
一
回
一
一
弘
一
一

4

一

上

一

切

開

↑

前

回

一

ω
げ
一
凶
回
一

w
m
一部

5
一
m
m
↑
閉
山
部
一
間
山
口
一

止

卜

一

L

一九
l
勺

仁

一

九

一

九

一

九

一

L

サ
一
し
一
九
一
一

劇

計

一

捌

1
一捌

1
一

部

一

川

一

郎

一

9

一間

1
一
則
一
四
一
一

一
泊
∞
一
四
百

-nμ
一
川
町
同
一
同
国
間
一
印
刷
臥
一

m
位
一
円
四
↑
日
間
一
一

醐

一

肌

叩

肌

7
州
立
一
肌
ム
山
士
一
山
叫
し
肌
丸
一
山
川
ム
肌
ー
し
一
一

一

者

一

所

一

者

一

者

一

所

一

章

者

一

所

一

者

一

一

住

一

位

一

動

一

住

一

住

一

動

一

住

一

住

一

動

一

一

常

一

一

移

一

常

一

現

一

移

一

整

理

移

一

M

掛

配

時

和

哨

ほ

ー

湖

山

町

儲

比

率

髄

羽

明

国

に

地

帯

∞

比

の

品

川

「

者

住

む

凶

の

一

住

常

吉

段

を

合

資
※

現

料

常

の

を

下

数

場

23 

晶齢者

5歳以上 60-64|65-69 70-74 75-79 | 80以上

単位入
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( 第4由よかネットパーティのご案内 ! 

i 美味しい特産品を食べながら、人と人との交流の輪づくりを目的として、毎年開催しております“よかネット i 
iパーティ"は、昨年まで当事務所7階会議室にて開催しておりましたが、今回は、スベ スが限界に達してきた!
i こともあり、 20頁にご紹介しています「有智山荘」にて開催いたします。，

「有智山荘jは、姪浜の博労など3戸の日本家屋を活用して建設されたもので、古材が巧みに生かされており、 i
i楽しい建物です。当日は、「有智山荘J建築主の高松氏から、民家移築のいきさつについてお話をしていただく l 

i 予定です。 ! 
参加ご希望の方は、 5月20日までにFAXもしくはTELでご連絡くださるようお願いいたします。，

!日 時。平成8年6月日日(土曜日) !'{ 
12 ・ 00~15 : 00頃まで I I 
この時間内に自由に来ていただければ結構です。 I 至字削 ( I ζー

¥ / s巨望日 ! 
j場 所。有智山荘 ) ( -~ず」一一~I
i 干制 01福岡県太宰府市大字内山字谷上 | ノ麻ぷ短大 一峠どf 叫 ! 

， . ，、

.紹介したい食べ物、飲物等がありましたらご連絡くださ ...-LL太宰府瑞昔'-1
い。こちらでとりょせます。 I I fJJ西鉄太宰欄 i 

I 1Ll 歴史資料館

申込先側九州地域計画研究所担当富重、尾崎 川引¥『¥ l 

TEL 092-731-7671 FAX 092-731-7673 iア扇町号 ・筑触学園短大

編集後記

圏“よかネット"の模様替えをしました。 3日坊主

にならないように、何とか4号までは出そうねとい

って始めた“よかネット"ですが、多くの方の励

ましのおかげで第20号まで続けることができまし

た。その中で少し反省もしました。それは「サー

ビスを通して皆様のお役に立つJという視点が少

し弱いのではないかということです。その反省の

中で考えたことは、①仕事の中で学んだことが誌

面に現れていないのではないか、②地域計画の業

務に具体的に役立つ情報が少ないのではないか、③

下手なりに思いついた計画手法を批判していただ

くことが必要ではないか、ということです。

函この反省の中から、そういうことを盛り込むに

は少し版型が小さいのではないかということも考

えてA4版にすることにしました。

園以上の考えを受けて入れて、そんな気分を込め

て書いたリポートは、「炭鉱住宅改良J、「地域デー

タ散歩」、前号から始めている「一知半解JI高齢

24 

者はなぜふるさとを離れたかJなどです。できる

だけこういう試みを続けたいと思っています。

掴今後とも一層の御鞭縫(やわらかいむちで)を

お願いいたします。(~、)

よかネット NO.21 1996. 5 
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